










　有給休暇は利用目的を問われること無く取得することが出来ます。

休暇については法律で基準が定められています。（労働基準法第39条）

年次有給休暇制度では半年以上継続して働き、全労働日の８割以上の出勤で１０日を付与され、

以降一年ごとに取れる日数は増加します。

　有給休暇を取得する理由は休養のためでもレジャーのためでも、利用目的は問われること無く取得するこ

とが出来ます。（労働基準法第39条）ただし、会社の正常な運営を妨げる場合、会社は別の日に休暇を変更

することが出来ます。就業規則などで「申請は３日前までに」などと規定されている場合もありますので、確

認をしてみましょう。

　また、正社員でなくアルバイト（パートタイム労働者）でも、６ヶ月以上の継続勤務、全労働日の８割以上の

出勤と週５日以上の勤務又は週の労働時間が30時間以上という３つの要件を満たせば正社員と同じ日数

が付与され、週４日以下の勤務かつ週の労働時間が３０時間未満の場合でも、所定の労動日数に応じて有給

休暇が付与されます。

これってあり？～まんが知って役立つ労働法Q&A～

（厚生労働省）http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/mangaroudouhou/


